
●学習指導プラン【中学校 全学年 学級活動】

学 原子力安全研究協会から講師を招聘し，実際の映像や測定データから福島第一原子力発電所事故
習 を振り返るとともに事故当時からの空間線量率の変化や発電所の現在の状況，廃炉までの道のりに
内 ついて学ぶ。また，スクリーニング体験を通して原子力災害時の対応と適切な放射線防御の知識を
容 学習する。

ね 福島第一原子力発電所の現在の様子を知るとともに，原子力災害時における適切な対応と放射線
ら 防御の知識を理解する。
い

段
学習活動・内容

時
◯指導上の留意点 評価（評価方法）

階 間

１ 福島第一原子力発電所事故を振り返 5 ◯ 東日本大震災発生後の原子力発電所事故につい
り，事故の概要とこれまでの放射線か て，原因や事故の概要について確認する。
ら身を守るための取り組みについて聞 ◯ 原子力発電所事故の後，多くの住民が避難した

問 く。 こと，除染作業に取り組んできたことを確認する。
・原子力発電所事故の概要 ◯ 測定データを基に，空間線量率の推移について

題 ・避難や除線作業などの取り組み 減少していることを確認する。
・空間線量の計測の継続

把
２ 本時のめあてを理解する。 ◯ 放射線から身を守るために，どのような行動を

握 とればよいのかを本時のめあてとしてとらえさせ
原子力災害時における適切な対 る。
応と放射線防御の方法を知ろう。

３ 福島第一原子力発電所の今の様子と 15 ◯ 現在の福島第一原子力発電所の様子について，
今後の見通しを知る。 どのような状況にあるか，写真や図を見て理解す

る。
◯ 原子炉の廃炉に向けた現在の計画（ロードマッ
プ）を見て，今後の見通しを理解する。

４ 原子力災害が起きたときの適切な行 25
動と放射線から身を守る３原則につい
て知る。

問 （１）原子力災害が起きた場合の適切な ◯ 原子力災害が発生したときの適切な行動につい
行動について知る。 てはじめに考える。
・情報の収集 ◯ 原子力災害発生時の対応マニュアルにそって，

題 ・屋内退避，避難 まずは正確な情報を得ること，自治体の指示に従
・避難時の注意点 って行動（屋内退避，避難）すること，避難する

ときに注意すべきことを理解する。
追

（２）放射線から身を守る方法を知る。 ◯ これまで繰り返し学習してきた放射線の基礎知
・放射性物質から離れる 識を確認しながら，外部被ばくの低減三原則につ

及 ・放射性物質と自分の間に重い物を いて理解する。
置く
・放射性物質の近くにいる時間を短
くする

（３）原子力災害直後の対応としてスク ◯ 原子力発電所事故の後，避難する際に行われた
リーニング検査を体験する。 スクリーニング検査を実際に体験することで，適
・各学級１台ずつＧＭ管式サーベイ 切な対応の重要性の理解を深める。
メーターを準備して測定を体験

５ 原子力災害が起きた時の具体的な行 5 ◯ 現在の自分の生活において，万が一，原子力災
動と放射線から身を守るために気をつ 害が発生したとき，実際にどのように行動すべき

ま けるべきことをまとめる。 か，また，放射線から身を守るために何に注意す
べきかを，具体的にまとめさせる。

と ・放射性物質から身を守るための
具体的な方法 【思考・判断・実践】

め ・原子力災害が起きた場合の具体 原子力災害時には，今の自分の生活であれば
的な行動 どのように対応してどのように身を守るか考え

をまとめることができる。 （記述分析）

◯ 防災無線による情報収集，生活場面を想定した
対応方法，日頃の準備など，実生活をイメージし
て考えさせる。
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●実践成果

１ 実践の意図について

エネルギー利用の現状や再生可能エネルギーの重要性などを学習し，今後，再生可能エネルギー

の利用に積極的に取り組む態度を育むためには，東日本大震災及び福島第一原子力発電所事故の経

験を踏まえ，生徒自身が主体的に考えを深めていくことが重要である。

そこで，本校で毎年実施している放射線教育とも関連を図り，福島第一原子力発電所事故の概要

や廃炉への見通し，事故後からの空間線量の変化などを学びながら，自己の体験をもとに再生可能

エネルギー利用について考えを深めるきっかけにしたいと考えた。今年度は，原子力安全研究協会

と連携を図り，講師を招聘しての放射線教育出前授業を実施した。

２ 学習活動の様子と成果について

◯ 放射線について，自然界にも多く存在し様々な

ところで利用されていることを学んだ一方で，東

日本大震災後の福島第一原子力発電所事故の概要

と現在の状況，今後の廃炉への見通しについても

詳しく学ぶことができた。これによって，核エネ

ルギー利用の長所や短所を理解することができた。

◯ スクリーニング体験も実施して，生徒の興味・

関心を高めながら原子力災害時の適切な対応につ

いて学ぶことができた。原子力災害時には，様々

な不安の中で自ら情報を収集し自治体等の指示に

沿って冷静な対応が求められること，屋内退避や

避難時の注意点，放射線から身を守るための３原

則などについて学び，原子力災害の恐ろしさや発

生時の不安な状況を理解できたとともに，そのよ

うな災害は繰り返してはいけないという心情をよ

り強くもつことができた。

◯ これまでの理科の学習で再生可能エネルギーに

ついて深く学んできた中で，本実践において原子

力災害の恐ろしさや不安をあらためて理解できた

ことは，再生可能エネルギーの積極的な利用が今

後は重要であるとの自覚につながった。しかし，

核エネルギーの長所と短所も同時に理解できたこ

とで，核エネルギーの利用全てが再生可能エネル

ギーに代えられるものではなく，持続可能な社会

を構築していくためには，安全でバランスのとれ

た多様なエネルギー利用が重要であるとの認識を

深めることができた。

写真１：放射線について映像資料で学ぶ様子

写真２：スクリーニング体験の様子

写真３：GM管式ｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀｰの使い方を指導を受ける様子


